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彼
等
は
自
己
の

mm意
に
従
よ
℃
英
財
産
-K

家
族
を
し
℃
路
頭
に
迷
は
し
h
u
る
の
惨
劇
を
防
止
せ
ん
が

渓
用
牧
盆
蕗
品
川
す
る
の
瀧
能
乞
布
せ
診
る
可
か
ら
ず
。
土
浦
品
川
め
補
充
治
則
仰
の
制
定
を
容
認
せ
診
る
を
得
訟
の
き
。
湾

地
私
有
制
度
の
総
立
せ
ら
れ
ぴ
る
限
ム
ソ
総
凶
に
於
け
る
燥
式
共
有
の
制
度
は
織
が
に
郷
、
わ
る
鉢
容
の
後
伎
を
波
止
す

工
業
の
進
歩
後
述
は
到
底
企
及
す
可
か
ら
ず
。
徒
ら
に
替
る
の
放
染
を
有
せ
し
は
艇
な
き
所
な
台
1ι
蛾
も
之
が
斜
め

胸
中
討
に
拘
泥
す
る
は
準
怠
欄
笑
す
可

5
の
艇
の
み
。
何
人
に
ふ
紅
一
農
民
の
自
社
吋
湖
立
及
謎
恨
な
る
諮
性
格
の
俊
治
を
阻
客

収
A
Y
℃
も
良
好
な
る
制
度
が
何
?
で
獅
b
，
良
民
に
取
ら
4

℃
不
…
せ
し
ξ
も
亦
甚
だ
大
な

b
t一
訴
は
び
る
を
得
ず
。
兎
に
角

可
な
る
の
理
わ
ら
ん
や
。
新
く
論
し
求
。
て
同
紙
は
次
の
一
許
論
家
の
多
数
は
今
綾
数
十
年
間
斜
路
制
の
賢
施
せ
ら
れ

担

当

剛

一

井

的

結

句

を

加

へ

た

ち

。
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W
り
る
と
を
奨
望
。
/
る
も
の
〉
加
し
。
議
歩
せ
る
お
…
却
を
有

地
中
山
は
其
所
有
地
域
の
議
皆
を
資
却
す
る
も
何
人
も
彼
一
す
る
自
由
議
員
は
日
く
0
1
館
側
農
民
現
下
の
念
需
は
土
地

の
不
動
産
は
破
践
し
去
ら
れ
た

b
i」
な
す
も
の
な
し
。
…
を
培
加
し
℃
強
制
寅
牧
法
む
志
賀
行
ず
る
に
あ

b
o
従
来
機

瓦
商
、
純
資
、
職
工
の
徒
が
英
欲
す
る
所
に
従
ふ
℃
白
一
利
関
係
の
基
礎
tι
な
ち
枇
合
の
安
闘
を
保
持
し
燕
λ

リ
し
制

家
の
財
一
物
を
鎚
現
す
る
も
何
人
も
彼
等
の
絶
滅
を
援
悩
一
度
を
破
壊
し
去
え
現
存
枇
曾
航
路
の
下
に
て
亦
食
符
泌

す
る
も
の
な
し
。
一
然
る
に
可
憐
な
る
農
民
は
自
己
の
怠
…
の
徒
を
増
加
す
る
が
如
う
制
度
の
設
立
は
決
し
て
め

尽
に
反
し
て
長
な
へ
に
部
務
共
有
の
鎖
総
代
緊
来
せ
ら
一
潟
堕
す
る
所
に
非
去
る
な
り
し
ょ
」
0

れ

を
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か

ら

を

か
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彼

等
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貨

に

奇

異

の
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交

断
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関
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一
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舎
に
非
ず
や
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賛
否
雨
論
旨
の
何
れ
か
正
鵠
を
得
た
る
も
の
な
る
や
は
脈
問

く
扮
雪
、
政
府
は
放
時
伸
一
系
誕
の
徒
が
其
土
地
討
資
却
し
其
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倉
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前
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総
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地
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協
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九
叩
刊
が
卿
の
斜
め
に
催
し
た
る
晩
餐
曾
の
席
上
に
於
て
一
場
議
す
る
の
倫
中
燐
未
だ
盤
は
w
d

る
の
み
t
ζ

公
へ
ら
。
期
〈
前

の
淡
識
を
試
み
た

b
。
某
所
設
中
岡
聯
邦
に
於
け
る
移
民
制
限
し
た
る
後
卿
は
有
色
人
秘
の
移
住
問
題
代
入
れ
ら
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問
題
及
凶
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に
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詩
人
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細
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し
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〈

す
る
断
わ
A

Y

B
。
日
本
郷
来
の
移
民
方
針
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太
卒
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洋
に
於
右
色
人
秘
の
移
住
問
題
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最
も
設
大
な
る
も
の
に
し
℃
蒔

け
る
野
心
に
闘
し
議
論
院
し

3
今
日
、
一
品
目
人
が
南
方
大
陸
入
は
涼
洲
及
大
英
閥
会
憾
の
秘
結
よ
ら
比
問
題
を
攻
山
郊
外
亡

の
施
政
方
針
に
就
主
て
概
括
的
知
識
そ
求
h
u
る
は
決
し
℃
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る
可
や
り
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奇
人
は
右
色
人
種
が
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を
成
し
℃
践
洲

縦
一
周
の
業
に
非
営
る
可
し
二
十
は
在
比
タ
2
1
U
J
ぺ
の
所
識
に
渡
来
し
労
働
の
供
給
を
泌
多
な
ら
し
れ
U

る
が
如
ち
は
絡

K
従
ぴ
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要
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を
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せ
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は
涼
洲
に
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け
る
人
口
問
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を
以
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一
切
の
政
治
問
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商
印
皮
及
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川
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於
℃
は
白
人
の
人
口
は
土
清
氏
淡
に
比

の
中
心
紡
な
eb--'」
な
し
、
共
解
決
如
何
は
他
の
諮
問
題
に
し
℃
甚
し
く
僅
少
な
る
が
故
代
、
白
人
は
智
力
の
優
勝
江

線
本
的
の
影
響
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ぼ
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の
な
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に
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る
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ら
診
る
も
加

卿
一
は
本
題
に
入
る
に
先
ち
移
民
間
践
に
制
到
す
る
誠
洲
の
飴
…
公
太
に
於
て
も
勝
亦
談
洲
に
於
℃
も
斯
か
る
問
削
は
川
崎
る

術
品
、
氏
関
し
℃
沈
布
せ
ら
る
〉
淡
解
に
就

3
簡
慰
な
る
球
解
で
ι
と
な
し
G

赤
色
印
皮
人
M
A
ぴ
濠
測
の
土
人
は
白
人
の
伎

を
試
み
、
英
舗
の
会
衆
ψ

ど
し
て
涼
洲
を
読
解
せ
し

U
る
に
…
入
以
来
、
漸
尖
殆
か
る
可
か
ら
な
る
自
然
的
原
閃
に
よ
ム
ツ

歪
き
た
る
制
限
謬
の
服
闘
は
智
代
岡
地
に
於
け
る
応
皮
の
行
一
℃
滅
滅
し
つ
〉
ゐ

9
0
左
れ
E
A
A
1
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し
仙
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部
不
抜
な
る
i

無

勤
に
あ
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な
し
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稼
洲
は
曲
家
決
し
℃
自
労
自
活
の
能
数
の
強
制
限
人
が
濠
洲
及
び
加
公
太
に
披
戒
し
、
滋
に
ゆ
応

力
を
具

λ
る
も
の
を
排
挺
す
る
の
政
策
乞
採
り
た
る
之
わ
住
い
け
て
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仮
定
せ
よ
。
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7
之
等
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全
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来
せ

る
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伝
せ
ず
、
記
れ
t
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濠
洲
に
は
般
に
多
数
の
無
験
者
を
る
労
働
者
の
縛
め
に
侵
蝕
し
絡
ら
れ
診
る
に
も
せ
よ
、
総
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有
す
る
を
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一
て
此
上
底
に
母
闘
J
Z
b締
住
者
の
渡
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入
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見
地
よ
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に
於
て
は
濠
測
は
倒
防
に
協
し
大
な
る
物
質
的
支
献
を
な
℃
悲
し
某
所
有
地
の
京
却

-E好
ま
な
る
も
の
あ
ら
ば
聯
邦

す
£
能
は
ず
と
縦
も
、
者
し
一
小
説
不
服
の
精
…
刊
を
以
て
母
各
洲
の
政
府
は
英
保
有
せ
る
珠
備
地
を
供
給
す
る
に
将
な

凶

ι協
力
し
自
由
移
民
政
策
の
訟
行
に
努
刀
せ
ん
が
ー
母
、
b
h
d
る
可
し
。
泌
蹴
術
共
仰
の
科
問
中
的
耕
地
訟
を
朋
ふ
る

凶
は
其
貴
重
な
る

.n民
営
南
米
又
は
合
糸
闘
に
渡
航
せ
し
と
b
d
は
移
住
者
は
他
の
競
守
比
約
持
す
る
之
を
狩
つ
、
淡

ひ
る
の
裂
な
く
、
大
英
倒
倒
域
の
…
部
た
る
涼
洲
は
之
等
一
々
、
た
る
荒
野
を
鐙
し
℃
沃
餓
の
地
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す
乙
I
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予
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現
内
閣
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予
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に
よ

b
て
金
一
計
せ
ら
れ
た
る
防
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氏
一
於
℃
工
事
中
な
る
宏
大
な
る
瀦
統
計
制
が
絡
が
ら
ず
峻

製
薬
代
一
拐
し
如
何
な
る
怠
見
を
布
す
る
や
を
知
ら
ず
。
的
別
…
工
す
可
奈
を
見
。
耕
い
お
可
能
な
る
地
耐
の
悲
し
〈
麟
大
ロ

叉
一
同
案
が
果
し
℃
最
・
誌
の
一
一
討
議
な
る
や
お
口
ゃ
を
誌
に
諭
す
…
れ
ん
之
を
相
ふ
て
駒
沢
に
倫
快
に
耐
へ
ず
。
予
は
各
柿
の
擦

る
も
の
に
非
ず
1

乙
雄
も
、
涼
洲
人
の
似
貼
よ

b
し
℃
此
一
一
川
…
負
叉
は
側
人
が
如
何
な
る
報
滋
を
な
し
っ
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の
る
か
に
際

金
は
仇
し
℃
利
己
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の
も
の
に
非
去
る
わ
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倍
ず
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一
念
な
く
開
裂
の
業
収
従
は
F
A
1
乙
す
る
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に
取

b
℃
涼
洲
は

斯
く
て
卿
は
稼
洲
の
内
怖
を
批
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し
て
綿
戒
に
於
け
る
本
…
幾
久
し
く
布
製
の
地
た
る
な
断
言
す
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に
側
、
り
ぴ
る
な
ム
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問
民
の
波
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を
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せ
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日
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必
同
洲
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査
せ
る
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部
代
移
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宥
ど
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る
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の
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頗
る
多
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を
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ム
一
目
す
る
の
椛

利
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す
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な
λ
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濠
洲
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地
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る
大
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主
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